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参考資料３－１



１．気候変動ハンドブック   

○ 今年度、生命保険業界の気候変動対応の底上げを図るべく、 

気候変動対応の基礎がわかるハンドブックを作成・公表 

『はじめての気候変動対応ハンドブック 
 ～生命保険業界への影響と考えるべきこと～』 
 
目次 
 
Ⅰ なぜ気候変動が今大事なのか 
Ⅱ 気候変動はどういう業種にどんな影響があるか 
Ⅲ  気候変動は生命保険会社にどんな影響があるか 
Ⅳ 世界は何を考えどう動いているのか 
Ⅴ TCFD提言を理解しよう 
Ⅵ TCFDの開示事例 
Ⅶ TCFDを踏まえ、 
   生命保険会社は何を考えなければならないのか 
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２．集団的エンゲージメント   

○ 今年度、集団的エンゲージメントにて、「気候変動の情報開示の充実」を要望 
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株主還元の充実 
 

対象企業：上場企業67社 

財務内容が健全で、営業CFに対する
投資CFの比率が低く、長期に亘り配

当性向が30％未満の企業 

ESG情報の開示充実 
 

対象企業：上場企業65社 

時価総額上位300社のうち、財務情
報と非財務情報の統合的な開示等 

を行っていない企業 

株式市場の活性化 持続可能な社会の実現 

気候変動の情報開示促進 

対象企業：上場企業17社 

温室効果ガス排出量の多い企業のう
ち、気候変動に関する情報開示方針
等の確認が必要な企業 

スチュワードシップ活動WG 
(生保11社） 

書簡送付・対話等を通じた趣旨説明 



３．企業と投資家へのアンケート調査① 

○ 投資家、企業ともに、気候変動問題をチャンスとして前向きに捉えている姿勢 
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78% 2% 11% 9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

リスクとともに、投資機会がある リスクはないが、投資機会がある 

リスクはあるが、投資機会はない リスクもないし、投資機会もない 

【投資家向け】気候変動に対するスタンス 

【企業向け】気候変動に対するスタンス 

80% 

70% 5% 20% 6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

リスクとともに、ビジネス機会がある リスクはないが、ビジネス機会がある 

リスクはあるが、ビジネス機会はない リスクもないし、ビジネス機会もない 

75% 



３．企業と投資家へのアンケート調査② 

○ 他方で、気候変動関連の情報の開示や活用は今後の解題 
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【投資家向け】企業評価や対話活動において、TCFDに基づく気候変動関連情報の開示を活用
することを検討しているか 

9% 18% 30% 18% 26% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すでに活用している 検討している 検討する予定 

活用しない予定 TCFDについてよく知らない 

57%（昨年度53％） 

【企業向け】TCFDに基づく気候変動関連情報の開示を検討しているか 

8% 21% 31% 15% 25% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

既に開示している 現在、開示に向けて検討中 今後、開示に向けて検討する予定 

開示しない予定 TCFDについてよく知らない 

60%（昨年度50%） 


